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事務局 （開会あいさつ） 

大津市 

都市計画部長 

（あいさつ） 

事務局 （審議が成立していることを報告） 

会長 おはようございます。今月末を持ちまして京都市立芸術大学を退任させ

ていただくのですが、発令式があるということで、会場にお伺いさせてい

ただく予定でおりましたけれども、本日はオンラインで失礼いたします。 

これまで部会で、色々と計画に関しまして皆様にご検討いただいてきた

ところです。丁寧にご検討いただいて参りましたので、今回この審議会の

方にかけさせていただくことになりました。また今回で委員を終える先生

方も本当にお世話になりました。短時間で集中的に議事が進められたらと

思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局 （資料確認） 

会長 それでは、次第に従って議事を進めていきたいと思います。本日の審議

会の傍聴についてですけれども、原則として公開としております。一部非

公開という内容でございますが、傍聴がおられないということでこのまま

進めていきたいと思います。 

次第の 4 議事でございますが、「第 2 次大津市景観計画原案の策定につ

いて」に関して、事務局より説明をお願いします。 

事務局 《事務局説明》（「４（１）第２次大津市景観計画の策定について」） 

会長 ありがとうございました。説明の中で、ワークショップのお話がありま

したけれども、ワークショップに参加された先生からお話をいただければ

と思います。よろしくお願いいたします。 

委員 先ほど説明があったようにワークショップを担当させていただきまし

た。第一部でこの景観計画の改定を説明、その後第二部として意見交換会

を行いました。第一部の説明に対する質疑応答では、情報量も多いです

し、質問しにくい状況もちょっとありました。規制が強くなるのではない

のかという心配の方が意見としてはありました。その後私の方から、景観

を活かしたまちづくりとか、この計画を自分たちがいかに活かしていくか

といった話をさせていただきました。改めて少しポジティブなマインドで



 

意見交換しましょうということでワークショップをさせていただきまし

た。普段市民ワークショップをする時は、どうしても積極的な事業者や観

光業に携わっておられる方などが集まってワークショップをすることが多

いと思いますが、今回そのような場に普段来ないような自治会長、地元住

民さんが来られていたのが特徴かなと思っております。本当に地元目線で

意見交換ができておりまして、その意見の抜粋を入れていただいておりま

す。 

例えば堅田地区では、地元の方にとっては「琵琶湖から見える石垣の風

景を景観として今後守っていきたい」という意見が出ております。行政計

画の中ではあまり扱われておらず、目に見える建物や文化財に目がいって

いるというような視点の違いみたいなものも見えてきました。大津百町地

区では、地域から「もっと厳しい規制があった方がいいのではないか」と

いった意見が、生の声として挙がっていました。坂本地区では、「山王祭

みたいな集客のあるお祭りがあるのですが、地元の方が見られない祭りに

なってしまっている。観光客と地元の方、どちらに向けて祭をしていくの

か」などの議論もありました。 

住んでおられる人の意見をいれながら、景観計画も含めて、どのように

真っ直ぐに整えていくのか。非常に重要な意見交換だったと思います。 

堅田地区では、「今後行政も入って一緒に意見交換するようなワークシ

ョップを継続してほしい」という意見も出ていました。私自身堅田の方の

大学におりまして、何か大学としてワークショップ・意見交換をしていき

ましょうと今言われております。継続してやっていかないといけないなと

感じております。きっかけとして、すごくいいワークショップでした。あ

りがとうございます。 

会長 ありがとうございました。やっぱり地元で意見交換をしていただくこと

はとても重要かなと思いましたので、その繋ぎになった今回は良かったと

思います。どうぞ引き続きよろしくお願いいたします。 

ほかの方々ご質問ご意見ございませんでしょうか。私の方から一点、意

見交換を受けて記載した内容に関して、今のご報告の中で、意見を受けて

記載した個所を赤枠で表示しておられましたが、実際にはこの赤枠は入っ

てこないということでしょうか。 

事務局 はい。おっしゃっていただいた通り、今回見ていただくにあたり赤枠を

つけておりますが、実際は赤枠がついておりません。 

会長 分かりました。それでは、報告事項について事務局より説明をお願いい

たします。 

事務局 《事務局説明》（「４（２）景観協定の認可について」～ 

「４（５）令和５年度景観整備機構の活動について」） 

会長 ありがとうございました。ご質問ご意見は、ございませんでしょうか。 

委員 先程の審議事項の最後のところと合わせて確認をしたいのですが、まず

一点目。今後のスケジュールで、景観計画の原案は審議会レベルでは一応

基本的には終了して、パブコメにかけることになるのだと思いますが、予

定では 4 月末、5 月頭ぐらいの審議会の予定が入っております。この間は

どのような感じで進められるのでしょうか。おそらくこの間に委員の任期

も変わるタイミングだと思いますので、総括と次のステージのところにつ

いて若干事務局から補足の説明をいただきたいです。 

事務局 ４月に景観審議会を予定しておりましたのは、今回計画でワークショッ

プ等を報告させていただき、修正などを報告させていただきました。この



 

場でさらに修正の意見をいただいたときには、それを反映させて計画案と

させていただく予定としております。今回修正のご意見等は、まだ頂いて

おりませんので、どのように進めていくかは再度検討させていただいて、

通知させていただきたいと考えております。 

委員の方も変わられますので、新しい委員の方に改めて説明してご意見

をいただく場にするのか、スケジュール自体を作り直すかを含め検討させ

ていただきます。 

委員 場合によっては、パブコメの後に次年度初回になる可能性もあるという

感じですね。わかりました。その点も踏まえて、今の頂いた報告事項の全

体的な話になりますが、今回、昨年度と今年度と部会をはじめ、現状から

先に向けての話を充分詰めてきたというように思いますし、その点に関し

ては特に今までの議論を踏まえた形で進めていただければ結構だと思って

おります。 

その上ですが、例えば景観協定の話とか、古都法関連とか、草津との連

携、広告物の関係等が出てきたのですが、計画は計画で進めていただくと

して、これまでのある程度の総括、要するに大津市景観行政として、どの

ような成果ができて、取り組みの積み上げがどうなったか。例えば景観協

定なども自己評価的な部分など、景観計画だけではない景観行政として、

全体の枠組みを一回整理した上で、計画の実行と合わせて、そのフレーム

を確認していくというようなことも、是非次の審議会あたりをめがけてや

っていただきたいと思いました。 

今後、広告物法の関係を令和 6 年度、令和 7 年度に向けてどのように考

えていくのか。特にまだ上がってきておりませんが、風致地区の関連の部

分もおそらくこの審議会所掌だと思います。今日上がってきた古都法の関

連ですとか、景観協定の関連とか、草津市の連携マターのこととか、景観

づくりアドバイザー制度ですとか、全体としてフレームを今一度確認して

いただいて総括できればと思います。メンバーが変わってきいますし、景

観計画の施行以降の進め方として非常に大事な部分だと思います。ぜひそ

のあたりまで含めて、引き継ぎ整理いただければと思います。私からは以

上です。 

会長 今お話を伺いながら、大津市としての景観政策の全体像がマップのよう

に見えたらいいと私も今思いました。全体像を委員の中で共有しながら、

私たちはこのことを検討しているんだなということが分かるとやりやすい

のかなと思います。事務局いかがでしょうか。 

事務局 先ほど次の景観審議会のスケジュールの補足ですが、今回ご意見を反映

する部分がなければ、時期は調整させていただくのですが、少なくともパ

ブリックコメントの段取りができた時にパブリックコメントをどのような

形でやるか、その報告がございますので、パブリックコメントの前にはさ

せていただきたいと考えています。その時に今いただいたご意見を参考に

検討させていただきたいと思います。 

また、計画自体には、今先生がおっしゃっていただいたことについて

は、6 章の 23 ページに屋外広告物、6 章の 31 ページに啓発事業など、ど

のようなものがあるかは計画に書かせていただいています。景観は継続性

が大切になりますので、これまで何をしてきたのか、どのような形でやっ

てきたかについて冊子としてまとめてありますので、それを抜粋した形で

報告して総括出来るかどうか検討させて頂いて報告させていただきたいと

思います。以上です。 

会長 景観行政全体がどのように進んでいるのかという、マップですね。よろ



 

しくお願いいたします。他の委員の方々いかがでしょうか。 

委員 ご説明いただきました古都指定 20 周年記念事業ということで、広くい

ろんな方に広報とかで感じていただくというのはとても大事なことかなと

思っております。 

少しお聞きしたいのは、指定されて 20 年経って現在の課題といいます

か、政策的にどういう課題があるのか。あるいは、この対象となっている

地域の方々の認識だとか、歴史的風土という観点での何らかの活動とかで

すね。そのような展開について、具体的に教えていただければと思うので

すけれども、いかがでしょうか。 

事務局 古都法につきましては、区域を指定してかなり厳しい規制をかけている

という現状です。大津市では、現状、寺社の境内地のみを古都法の特別保

存地区に指定して、厳しく規制をしていくという方向性でやっておりま

す。ここにつきましては、これからも所有者のお寺さん神社さんのご協力

をいただきながら現状維持することが、一番の目標と考えております。あ

とは市民の方への啓発活動を続けまして、古都というものが大きなことで

す、ということを啓発し続けることが大事と考えております。以上でござ

います。 

会長 ありがとうございます。境内地のみのということですが、いかがでしょ

うか。 

委員 とても限定された範囲ということだと思うのですが、私自身も対象地の

中で、樹林地の管理など単純に保存保護すればいいというだけではないも

の、適切な管理など色々な観点で、もう少し積極的な関与が必要な部分が

あるものなど、課題があったりするのですが、そのあたりについての課題

認識だとか対応を少しお聞きできればと思いました。ありがとうございま

す。 

会長 事務局いかがでしょうか。 

事務局 区域指定されているところからは、改修工事、造成工事、伐採工事の時

には許可申請をしていただいて、対応してきております。その中で、特に

その石垣の補修で困っているとか、そのようなお話しは実際に頂いていな

いところです。 

管理についても、これまでもう何十年、何百年とやって来て頂いており

まして、その方針に基づいて適切に行っていただいていると認識しており

ます。具体的に支障があるとか、管理上問題があるということをお伺いし

た時には、対応を考えていきたいと考えております。以上です。 

委員 ありがとうございます。日吉大社で、史跡、文化財としての管理のとこ

ろに関わったときにそのようなことが課題になっておりましたので、こち

らの古都法の観点からの認識はどうなっているのかというところが気にな

っておりました。 

全く考えがないということはないと思います。そのような点も、また機

会があった時に見ていただいたり、先を行くような形で考えていただける

とありがたいなと思います。よろしくお願いします。 

会長 ありがとうございます。部署が異なるとかではなく、いろんな観点で、

視点を入れて守っていかないといけないと思います。 

事務局 樹林地が非常に多いので、今後その樹林地の維持方法というところで苦

慮されていくのではないかということをおっしゃられているかなと思いま

す。その辺も注視していきたいと思います。ありがとうございます。 

会長 他の委員の先生方いかがでしょうか。 



 

委員 大きい話ではなくて、この計画案がほぼほぼ最後の案という中で、申し

上げてさせていただきたいと思います。 

まず一つ目は 6 章の 37 ページに「景観づくりによる SDGs の推進」とい

う項目があります。6 章「景観づくりの推進方策」に入れていただいてい

るのですけれども、他の市町の計画によると、もう少し大きいところに位

置づけているものが多いのではないかという印象を受けます。序章のとこ

ろなど、レイアウトをあまり変えないようにするにはどうしたらいいかは

ありますが、序章の 2 の後ぐらいに持ってこられるのではないでしょう

か。これは必ずしもということではないのですが、SDGs はもっと大きな、

世界が目指すゴールということですので、推進方策よりもっと前にあった

というのではないかと感じました。 

あと 6 章の 38 ページ以降に用語集の扉がついているのですが、アンケ

ートの調査結果なども入っておりまして、整合性が気になるところでござ

います。また、用語集を今回付けていただいたのですが、少し使いづらい

ような感じがあります。固有名詞も入っておりまして、あいうえお順にな

っているのだと思いますが、もう少し分類してもよいのではないでしょう

か。あるいは、「あ」とか「い」とか入れて整理しなおすなど、分かりや

すくしていただければと思います。 

最後ですが、全体としてものすごく充実した内容になって使いやすい計

画になりまして、ここまで書き込んでいただいているというのは他の市町

にはないのかなと思うのですが、逆に一般の方にとっては厚いだけでもハ

ードルが高くなるかと思います。そのため、文章が長くなる場合にはポイ

ントになる部分を太字にしてみるなど、少し見やすさみたいなものも工夫

した方が良いのかなと思いました。 

景観計画をブレイクダウンして概要版を作られると聞いておりますの

で、章ごとに小口に色がついているなど使いやすさ見やすさというのを今

一度工夫していただき、折角ここまでやられたのでしたら、最後まで素晴

らしいものにしていただくということをお願いできればと思います。 

会長 どうもありがとうございます。確かに SDGs は最後にありますし、動か

しても問題ないかもしれません。ご検討いただければと思います。 

用語集などこの辺りは、まだ工夫できると思います。事務局いかがでし

ょうか。 

事務局 大津市の SDGs の考え方というのは、究極のゴールであって市の行う全

ての活動が SDGs につながっているというような形で捉えています。活動

がどのゴールにつながるかを明確にしておいて、活動することによって地

域の SDGs を達成するという位置づけにしております。最初に整理した時

に 1 章にすることも考えたのですが、計画自体の統一性を優先させるとい

うことで、この位置に入れさせていただいております。もう一度検討させ

ていただきますが、事務局としては前に持ってきた場合混乱するのではな

いかなと考えています。 

見やすさについてはご指摘の通りだと思いますので、今後編集していく

中でさらに見やすいものを心がけていきたいと考えております。以上で

す。 

会長 ありがとうございます。他の先生方いかがでしょうか。 

委員 概要版を作られると思います。その中で概要はどっちかというと基本的

なアウトラインを示しておくことが必要だと思いますので、ぜひどの点に

特に注目していただく必要があるのか、利用者とか事業者の目線もありま

すので、引き続き次年度でご検討いただきたいと思います。 



 

もう一点、今回非常に教科書的な感じで内容を充実した計画を作ってい

ただいて、非常にありがたく思っているのですが、次年度以降実際にこれ

を市民とかマスコミを含めて提示していくことになると思います。その時

にやっぱりアピール力というか、希求力がすごく大事になると思います。

今回網羅的にやっているところは、それはそれで粛々と進めていくという

ことでいいと思いますが、今回の改定に対して目玉になっているところが

一体何なのか、今回大津市はどういう立ち位置でアピールしていこうとし

ているのか、今回の見直しというところの目玉が何なのかというところ

は、全体のしっかりとした内容と合わせて、是非次年度整理していただく

といいと思いました。 

大津市は都市部の余波という部分もあると思いますが、今人口増とか開

発が進んでいるという状況にあります。大津市の景観行政として、そこは

ちょっと一石投じますよということ。やっぱり地域資源とか地域の魅力向

上があってこその、これからの大津市のまちづくりである。人口増とか開

発に対しても、そこは魅力を維持していくことが大津市のこれからのまち

づくりでとても大事なんだよというところを、しっかりアピールしていた

だきたいと思います。よくある地方都市みたいに開発を進めて人口が増え

て万歳というような、そんなことではない。魅力があってこそコミュニテ

ィとかまちづくり、移住定住にもつながっていくんだというところをしっ

かりとアピールしていく。 

方向性などは、今は議論できないかもしれませんけれども、是非また次

年度に、これをどう伝達していくのか、伝えていくのか。とても大事なこ

とだと思いますので、その辺の戦略も議論とかアイディア出しをざっくば

らんにできればなと思っています。 

会長 はい、ありがとうございます。いいアイディアがありましたら、またい

ただけたらと思います。大きな機会ですので、よい感じで PR できたらい

いなと思います。 

今まで都市計画の分類で見ていたところを、もっと丁寧に地域のことを

読み取りながら丁寧に計画を作り直せたのではないかという感じを持って

います。事務局いかがでしょうか。 

事務局 市民の方にどうやったら見ていただけるか、アピールをしていくことが

重要だと考えておりますので、ぜひその辺りもご意見をいただければと思

います。 

会長 他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは次に進めていこう

と思います。 

事務局 《事務局説明》（「４（６）景観づくり相談会の実施について」） 

（非公開） 

 《閉会》 

 


